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わ た し ま ちの し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問

地
域
公
共
交
通
政
策

　
　
住
民
の
足
の
確
保
に
は
画
一
的
な
答
え
は
な
く
、
地
域

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
政
策
や
実
践
が
求
め
ら
れ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
の
中
で
交
通
事
業
者
の
撤
退
も
い
わ
れ
、
交
通
空
白
地
域

の
拡
大
も
進
む
の
で
は
。
交
通
権
を
保
障
す
る
政
策
を
。

　
　

市
で
は
、
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
の
た
め
デ
マ
ン

ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
ル
ー
ト
を
延
伸
し
た
ほ
か
、
10

月
か
ら
は
南
部
地
区
で
試
験
運
行
を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
今
後
も
地
域
住
民
が
公
共
交
通
を
創
り
、
守
り
、
育

て
る
と
い
う
意
識
を
醸
成
す
る
と
と
も
に
、
関
係
機
関
や
自

治
会
等
の
意
見
・
要
望
を
伺
い
な
が
ら
、
持
続
可
能
な
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
維
持
の
取
組
を
進
め
て
い
く
。

入
院
中
の
お
む
つ
代
助
成

　
　
入
院
中
の
紙
お
む
つ
代
の
負
担
が
重
い
と
の
声
が
あ
る
。

65
歳
以
上
に
限
ら
ず
、
お
む
つ
が
常
に
必
要
と
医
師
が
判
断

す
れ
ば
準
備
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
入
院
中
の
方
の
経
済

的
負
担
が
軽
く
な
る
よ
う
お
む
つ
代
へ
助
成
す
る
考
え
は
。

　
　

現
在
、
在
宅
で
介
護
す
る
家
族
を
支
援
す
る
目
的
で
、

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業
に
よ
り
お
む
つ
等
購
入
費
を
助
成
し

て
い
る
が
、
本
事
業
は
介
護
保
険
の
地
域
支
援
事
業
交
付
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
国
か
ら
交
付
金
の
活
用
に
つ
い

て
廃
止
・
縮
小
に
向
け
た
具
体
的
方
策
の
検
討
が
求
め
ら
れ
る

な
ど
、
今
後
の
状
況
が
不
透
明
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
に
お
い

て
は
、
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
住
民
福
祉
の
た
め
の
地
方
行
政
デ
ジ
タ
ル
化

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

　
　
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
持
続
可
能
な
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル

化
は
不
可
欠
。
庁
内
に
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
立
ち
上
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

　
　

こ
れ
ま
で
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
、
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム

等
、
様
々
な
業
務
に
つ
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し
て
お
り
、

今
年
度
は
、
庁
舎
間
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
道
路

台
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
を
活
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
、
地

域
情
報
課
が
中
心
と
な
り
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
現
段
階
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
る
予
定
は
な
い
。

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

　
　
縦
割
り
行
政
を
打
破
し
、
困
り
事
を
抱
え
て
い
る
本
人

と
家
族
を
中
心
と
し
た
支
援
へ
と
福
祉
の
大
転
換
を
図
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
「
断
ら
な
い
相
談
支
援
」
事
業
。
誰
も
置

き
去
り
に
し
な
い
社
会
の
た
め
に
実
施
す
べ
き
で
は
。

　
　

本
市
に
お
い
て
も
、
対
応
困
難
な
相
談
事
項
が
増
え
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
施
方
法
や
体
制
等
に
つ
い
て
の
検

討
、
庁
内
外
組
織
と
の
確
認
事
項
等
も
あ
る
た
め
、
調
整
に

努
め
な
が
ら
、
実
施
に
向
け
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
に
係
る
積
算
上
の
対
応

国
民
健
康
保
険
税
の
子
供
の
均
等
割
額
減
免
を

　
　
国
保
税
の
均
等
割
は
、
加
入
者
一
人
一
人
に
か
か
る
た

め
、
家
族
に
子
供
が
増
え
る
と
世
帯
の
負
担
が
重
く
な
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。
子
育
て
支
援
の
立
場
か
ら
、
市
独
自

の
子
供
の
均
等
割
の
減
免
制
度
を
検
討
す
べ
き
で
は
。

　
　

18
歳
未
満
の
加
入
者
が
い
る
世
帯
は
、
半
数
以
上
が
所

得
を
基
準
と
し
た
７
割
、
５
割
、
２
割
の
軽
減
対
象
と
な
っ

て
い
る
こ
と
や
、
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
現
時
点
で

は
、
市
独
自
の
減
免
を
行
う
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、

全
国
市
長
会
及
び
秋
田
県
市
長
会
に
お
い
て
、
子
供
に
係
る

均
等
割
保
険
税
を
軽
減
す
る
支
援
制
度
の
創
設
を
国
に
継
続

要
望
し
て
い
る
。

（
仮
称
）
能
代
山
本
広
域
風
力
発
電
事
業

　
　
10
か
所
の
風
車
の
建
設
予
定
地
は
、
農
業
振
興
地
域
で

あ
り
、
農
家
が
周
辺
農
地
で
農
業
を
営
ん
で
い
る
。
そ
こ
で

は
、
騒
音
、
低
周
波
音
、
風
車
の
影
、
圧
迫
感
な
ど
健
康
被

害
を
ま
と
も
に
受
け
る
。
市
と
し
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
項
目
に

お
け
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

発
電
施
設
近
傍
の
農
作
業
者
を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
な
い
。

事
業
実
施
区
域
周
辺
に
お
け
る
環
境
へ
の
影
響
を
回
避
ま
た

は
十
分
な
低
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
影
響
が
あ
る
場

合
は
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
、
県
を
通
し
て
事
業
者
に

意
見
を
述
べ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
国
保
税
等
の
減
免

○
種
苗
法
改
正
案
に
対
す
る
市
の
見
解
は

○
米
需
給
安
定
へ
の
対
策

菊
地
　
時
子

渡
辺
　
優
子

小
林
　
秀
彦

平
政
・
公
明
党

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）

改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
青
の
会
、市
民

の
声
、シ
リ
ウ
ス
、大
河
の
会
、日
本
共
産
党
）
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